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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化性アクリレートまたはメタクリレート成分と、
　オルガノボラン開始剤成分と、
　ビニルエーテル成分と、
　オルガノボラン成分用活性化剤と
を含む、硬化性組成物。
【請求項２】
　前記ビニルエーテル成分が、少なくとも２つのビニルエーテル基を有するビニルエーテ
ル分子を含む、請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　前記ビニルエーテル成分が、ジビニルエーテルを含む、請求項１または２に記載の組成
物。
【請求項４】
　前記ビニルエーテル成分が、１，４－ブタンジオールジビニルエーテル、ジエチレング
リコールジビニルエーテル、およびトリエチレングリコールジビニルエーテルのうちの少
なくとも１つを含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記硬化性組成物が２液組成物の形態であって、
　第１液が、前記オルガノボラン開始剤成分および前記ビニルエーテル成分を含み、
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　第２液が、前記オルガノボラン成分用活性化剤を含む、
請求項１から４のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　前記硬化性アクリレートまたはメタクリレート成分が、前記２液組成物において、前記
オルガノボラン成分用活性化剤と同じ液中にある、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記オルガノボラン開始剤成分が、トリアルキルボランを含む、請求項１から６のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記オルガノボラン開始剤成分が、ボラン：アミン錯体を含む、請求項１から７のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記オルガノボラン開始剤成分が、トリアルキルボラン：アミン錯体を含む、請求項１
から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記オルガノボラン開始剤成分が、前記組成物の合計重量に基づいて、０．１～１０重
量％の量で存在する、請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記オルガノボラン開始剤成分が、前記組成物の合計重量に基づいて、０．２５～５重
量％の量で存在する、請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記オルガノボラン化合物用活性化剤が、ルイス酸、カルボン酸、リン酸、カルボン酸
の無水物およびイソシアネートならびにこれらの組合せからなる群から選択される、請求
項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記活性化剤が、前記組成物の合計重量に基づいて、１～４０重量％の量で存在する、
請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記活性化剤が、前記組成物の合計重量に基づいて、２～２０重量％の量で存在する、
請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記アクリレートまたはメタクリレート成分が、前記組成物の合計重量に基づいて、１
０～９５重量％の量で存在する、請求項１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記アクリレートまたはメタクリレート成分が、前記組成物の合計重量に基づいて、２
０～８５重量％の量で存在する、請求項１から１５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記第２液が、硬化性マレエート、フマレートまたはマレイミド硬化成分を含む、請求
項１から１６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記マレエート、フマレートまたはマレイミド硬化成分が、前記組成物の合計重量に基
づいて、１～２０重量％の量で存在する、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記マレエート、フマレートまたはマレイミド硬化成分が、前記組成物の合計重量に基
づいて、１．５～１０重量％の量で存在する、請求項１７または請求項１８に記載の組成
物。
【請求項２０】
　強靭化剤成分を更に含む、請求項１から１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記強靭化剤成分が、前記組成物の合計重量に基づいて、５～５０重量％の量で存在す
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る、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記強靭化剤成分が、前記組成物の合計重量に基づいて、１０～３０重量％の量で存在
する、請求項２０または請求項２１に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬化性アクリレートまたはメタクリレート組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オルガノボランは、自発的に自動酸化しないように、しばしばアミン錯体として安定化
される。これらの錯体は、必要なときにオルガノボランが自動酸化できるように、酸によ
り活性化できる。しかし、メタクリレートおよびポリマー強靭化剤（ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ
　ｔｏｕｇｈｅｎｅｒ）の少なくとも一方の存在下で、オルガノボラン：アミンは、しば
しば樹脂系組成物である組成物をゲル化させることがあり、これにより、経時安定性を著
しく損なう。このような組成物は、多くの場合、十分に長い保存期間は有さない。
【０００３】
　また、表面エネルギーの低い基板上での接着性の改善に対する要求もある。ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリイソプレンを含むポリオレフィンおよびこれらの
コポリマーなどの表面エネルギーの低い表面は、接着剤の接着技術を使用して、互いに、
および他の表面に接着することが難しいことはよく知られている。これは、これらが自由
表面で利用できる活性接着部位をほとんど有していないという事実のためであると考えら
れる。低い表面エネルギーは、典型的には、表面エネルギー値が４５ｍＪ／ｍ２未満であ
り、より典型的には、４０ｍＪ／ｍ２未満であり、例えば３５ｍＪ／ｍ２未満である。
【０００４】
　火炎処理、プラズマ処理、酸化、スパッタエッチング、コロナ放電、またはプライマー
処理などの表面の前処理により、エネルギーの低い表面を、表面エネルギーの高い材料と
接着することは、よく知られている。このような処理は、エネルギーの低い材料の表面の
結合を崩壊させ、反応性であって、かつ接着材料との接着反応に関与できる部位を提供す
る。しかし、このような表面の前処理は通常望ましくない。なぜなら、これはプロセスの
コストを増大させ、その結果について特に再現可能でなく、かつ前処理の効果は経時的に
低下するので、妥当な時間内に接着しない場合には、前処理された表面を再度前処理しな
ければならないためである。
【０００５】
　安定で、混合が容易な、２成分の接着用配合物の提供も望ましい。構造的接着用途での
使用に適する組成物の提供は有利である。
【０００６】
　米国特許出願第１０５８７８７２号は、ボラン：アミン／メタクリレート組成物の安定
性を増加させる方法として、トリアルキルボランアミンを有機金属アルミニウム化合物と
共に使用することに関する。しかし、有機金属アルミニウム化合物は、水および酸素に非
常に敏感であり、接着性能に悪影響を与える副生成物を生成することがある。
【０００７】
　米国特許第７，２４７，５９６号は、オルガノボラン／メタクリレート組成物用の安定
剤として、ヒドロキシルアミンまたはニトリルオキシドを開示している。このような安定
剤の使用により保存安定性は上昇すると言われているが、これは時には、接着強度性能の
減少という結果と共に達成される。
【０００８】
　米国特許第４，９９９，２１６号は、ビニルエーテル／メタクリレート組成物に関する
。組成物は、マレエートまたはフマレートモノマーの存在下で、光開始剤によりラジカル
共重合する。このような組成物では、効果的に接着するために、表面エネルギーの低い基
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板の表面処理を必要とする。
【０００９】
　ＵＳ２００７０１３５６０１（Ｈｕｎｔｓｍａｎ）は、オルガノボランと、アミノ官能
基を有するオルガノシリコン化合物との新規な錯体を提供することに関し、これはラジカ
ル重合系のための効果的な重合開始剤である。Ｈｕｎｔｓｍａｎは、アクリルまたはメタ
クリルモノマーおよびラジカル重合性ビニルエーテルを含む、多くの重合系のための適切
な重合開始剤として、オルガノボラン錯体の使用を記載している。
【００１０】
　ＵＳ２００４０２４２８１７（Ｋｅｎｄａｌｌ）も新規なオルガノボランに関するもの
であり、不飽和アミン、アミジンまたはグアニジン、およびジアルキルヒドロボランから
、ヒドロホウ素化条件下で形成される異なるサイズの環としての、内部配位された（ｉｎ
ｔｅｒｎａｌｌｙ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ）オルガノボランを開示している。また、ラ
ジカル重合性材料および内部配位されたオルガノボランを含む２液（ｔｗｏ－ｐａｒｔ）
接着剤コーティングキットも開示している。Ｋｅｎｄａｌｌは、任意選択によりポリビニ
ルアルキルエーテルを含む接着剤またはコーティングの実施形態を記載している。
【００１１】
　同様に、ＷＯ２００５０００９１１（同じくＫｅｎｄａｌｌ）は、環状オルガノボラン
およびそれを含む組成物に関する。
【００１２】
　Ｌｏｃｔｉｔｅ（登録商標）３０３５（Ｈｅｎｋｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｒｏ
ｃｋｙ　Ｈｉｌｌ、ＣＴ、ＵＳＡから入手可能）として販売される製品は、ボラン：アミ
ン開始剤を使用する２液アクリル接着剤である。第１液は、開始剤およびメタクリル酸エ
ステルを有する。他方の液は、メタクリレートエステルおよび共重合性の酸を有する。
【００１３】
　利用可能な解決策ではあるが、代替組成物の提供が望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　一態様において、
　硬化性アクリレートまたはメタクリレート成分と、
　オルガノボラン開始剤成分と、
　ビニルエーテル成分と、
　オルガノボラン成分用活性化剤と
を含む２液重合性組成物が提供される。
【００１５】
　本発明の組成物は、アクリレートまたはメタクリレート、オルガノボランおよび活性化
剤を含む他の組成物と比較して、良好な保管安定性を示すことが見出された。望ましい物
理的特性を付与するために、添加剤が組成物に含まれてもよく、例えば、ポリマー強靭化
剤、シリカおよび／もしくは他のレオロジー改質剤、例えば、ゼオライト、ハロイサイト
、マイカ、タルクなどの天然由来の鉱物材料、ならびに木粉を含む木材微粒子材料などの
他の微粒子材料、ならびに炭酸塩、例えば、炭酸カルシウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリ
ウム、および／もしくは炭酸マグネシウム、またはこれらの組合せが挙げられる。
【００１６】
　ビニルエーテル成分は、少なくとも２つのビニルエーテル基を有するビニルエーテル分
子、例えばジビニルエーテルを含んでもよい。
【００１７】
　ビニルエーテル成分は、１，４－ブタンジオールジビニルエーテル、ジエチレングリコ
ールジビニルエーテル、およびトリエチレングリコールジビニルエーテルのうちの少なく
とも１つを含んでもよい。
【００１８】
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　本発明のいくつかの実施形態は、
　硬化性アクリレートまたはメタクリレート成分と、
　オルガノボラン開始剤成分およびビニルエーテル成分を含む第１液と、
　オルガノボラン成分用活性化剤を含む第２液と
を含む２液組成物を含んでもよい。
【００１９】
　硬化性アクリレートまたはメタクリレート成分は、２液組成物において、オルガノボラ
ン成分用活性化剤と同じ液中にあってもよい。
【００２０】
　オルガノボラン開始剤成分は、トリアルキルボランを含んでもよい。
【００２１】
　オルガノボラン開始剤成分は、ボラン：アミン錯体、例えば、トリアルキルボラン：ア
ミン錯体を含んでもよい。
【００２２】
　オルガノボラン開始剤成分は、組成物の合計重量に基づいて、約０．１～約１０重量％
の量で存在してもよく、好適には、組成物の合計重量に基づいて、約０．２５～約５重量
％の量で存在してもよい。
【００２３】
　オルガノボラン化合物用活性化剤は、ルイス酸、カルボン酸、リン酸、無水物およびイ
ソシアネートならびにこれらの組合せからなる群から選択してもよい。
【００２４】
　活性化剤は、組成物の合計重量に基づいて、約１～約４０重量％の量で存在してもよく
、好適には、組成物の合計重量に基づいて、約２～約２０重量％の量で存在してもよい。
【００２５】
　適切なアクリレートまたはメタクリレート成分としては、メチルアクリレート、メチル
メタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート
、テトラヒドロフルフリルアクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、フェ
ノキシエチルアクリレート、フェノキシエチルメタクリレート、エチルアクリレート、エ
チルメタクリレート、プロピルアクリレート、プロピルメタクリレート、ｎ－ブチルアク
リレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレ
ート、イソボルニルアクリレート、イソボルニルメタクリレート、イソオクチルアクリレ
ート、イソオクチルメタクリレート、アクリルアミド、ｎ－メチルアクリルアミド、ラウ
リルメタクリレートおよびステアリルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、
ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシエチルア
クリレート、ヒドロキシプロピルメタクリレートが挙げられる。
【００２６】
　他の適切なアクリレートまたはメタクリレートは、以下に示される多量体のアクリレー
トおよびメタクリレートである。
【００２７】
【化１】

式中、Ｒ１はＨまたはＣ１～Ｃ２０アルキルであってもよく、好適にはＣＨ３であっても
よく、Ｒ２は複数のモノマーのアクリレートおよび／またはメタクリレートを結合し得る



(6) JP 6236473 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

。式中、Ｒ２は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ３～Ｃ２０シクロ
アルキル、任意選択により環内に少なくとも１つのＣ－Ｃ不飽和結合を有するＣ３～Ｃ２

０シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０アリール、Ｃ３～Ｃ２０ヘテロアリール、ウレタン、尿
素、グリコール、エーテル、ポリエーテルまたはグリシジル成分、およびこれらの組合せ
からなる群から選択してもよく、これらは、ヒドロキシ、アミノ、ハロゲン、シアノ、ニ
トロ、Ｃ１～Ｃ５アルコキシ、および／またはＣ１～Ｃ５チオアルコキシのうちの少なく
とも１つで１回以上、任意に置換されている。
ｎは、２～４（２および４を含む）のアクリレート単位に及び得る。例としては、ジエチ
レングリコールジアクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、１，６－ヘキ
サンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタクリレート、ネオペンチ
ルグリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジメタクリレート、ポリエチレン
グリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジメタクリレート、テトラエチレン
グリコールジメタクリレート、テトラエチレングリコールジメタクリレート、トリエチレ
ングリコールジアクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、トリメチロー
ルプロパントリアクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ペンタエリ
スリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールトリメタクリレート、トリス（２－
ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリアクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル
）イソシアヌレートトリメタクリレート、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート
、トリシクロデカンジメタノールジメタクリレートならびにエトキシル化ビスフェノール
ジアクリレートおよびジメタクリレートが挙げられる。
【００２８】
　好適なアクリレートまたはメタクリレートモノマー単位としては、メチルアクリレート
、メチルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタク
リレート、ラウリルメタクリレート、ステアリルメタクリレート、イソボルニルアクリレ
ート、ジエチレングリコールジアクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、
１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタクリレート
、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジメタクリレート、
ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジメタクリレート、テ
トラエチレングリコールジメタクリレート、テトラエチレングリコールジメタクリレート
、トリエチレングリコールジアクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート等
が挙げられる。
【００２９】
　アクリレートまたはメタクリレート成分は、組成物の合計重量に基づいて、約１０～約
９５重量％の量で存在することができ、望ましくは、組成物の合計重量に基づいて、約２
０～約８５重量％の量で存在することができる。
【００３０】
　組成物の第２液は、硬化性成分を含んでもよく、好適には、マレエート、フマレート、
もしくはマレイミド成分またはこれらの組合せを含んでもよい。例としては、モノ－２－
（アクリロイルオキシ）エチルマレエート、モノ－２－（メタクリロイルオキシ）エチル
マレエート、マレイン酸無水物、マレイン酸、トキシル酸、フマル酸、フマルアミド、フ
マリルニトリル、フマリルクロリド、亜鉛、カルシウムおよびマグネシウムのフマレート
モノエチルエステル塩、２，５－ピロールジオンならびに１，１’－（メチレンジ－４，
１－フェニレン）ビスマレイミド、またはこれらの組合せが挙げられる（ただし、これら
に限定されない）。
【００３１】
　組成物の第２液は、ビニルエーテルモノマーをカチオン硬化できるプロトン酸化合物も
含んでもよく、例としては、アクリル酸、メタクリル酸、メタンスルホン酸、ベンゼンス
ルホン酸、ｐ－トルエンスルホン酸、トリフリン酸またはこれらの組合せなどのプロトン
酸が挙げられる（ただし、これらに限定されない）。
【００３２】
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　組成物の第２液は、ビニルエーテル分子をカチオン硬化できるルイス酸性化合物も含ん
でもよく、例としては、三塩化ホウ素、三フッ化ホウ素もしくは四フッ化ホウ酸リチウム
またはこれらの組合せが挙げられる（ただし、これらに限定されない）。
【００３３】
　マレエート、フマレートまたはマレイミド硬化成分は、組成物の合計重量に基づいて、
約１～約２０重量％の量で存在し、好適には、組成物の合計重量に基づいて、約１．５～
約１０重量％の量で存在する。本発明のいくつかの実施形態は、強靭化剤成分を含んでも
よい。強靭化剤成分の例としては、アクリロニトリル／ブタジエンゴム（ＮＢＲゴム）、
ポリウレタン、スチレン／ブタジエンゴム、スチレン／ブタジエン／メタクリレートゴム
、クロロプレンゴムもしくはブタジエンゴムなどの合成ゴム、天然ゴム、スチレン／ポリ
ブタジエン／スチレン合成ゴムなどのスチレン熱可塑性エラストマー、ポリアクリレート
もしくはポリメタクリレートエラストマー、メタクリレート／アクリレートブロックコポ
リマーまたはポリスチレン／ＥＰＤＭ（エチレン／プロピレン／共役ジエンコポリマー）
合成ゴムなどのオレフィン熱可塑性エラストマーが挙げられる。塩素化およびクロロスル
ホン化ポリエチレンエラストマーも使用できる。強靭化剤成分は、これらの種類の材料の
混合物または分散体であってもよい。
【００３４】
　強靭化剤成分は、組成物の合計重量に基づいて、約５～約５０重量％の量で存在するこ
とができ、望ましくは、組成物の合計重量に基づいて、約１０～約３０重量％の量で存在
することができる。
【００３５】
　本発明者が硬化性アクリレートまたはメタクリレート成分について言及するとき、これ
は、アクリレートまたはメタクリレート官能性による硬化に基づく、任意の硬化性組成物
を含み、アクリレートおよび／もしくはメタクリレートの組合せ、または実際には、１よ
りも多い硬化性官能基を有する成分を特に排除しないことに注意すべきである。
【００３６】
　オルガノボラン開始剤成分の組合せを用いてもよいことも、認識されるであろう。ビニ
ルエーテル成分の組合せを用いてもよい。また、実際には、オルガノボラン成分用活性化
剤の組合せを使用してもよい。
【００３７】
　本発明の組成物は、良好な保管安定性を示し、それでもなお、強く、耐久性のある接着
を提供するために活性化できる。
【００３８】
　更に、本発明の組成物は、表面エネルギーの低い基板の接着時の使用に適する。上述の
ように、エネルギーの低い表面は、典型的には、表面エネルギー値が４５ｍＪ／ｍ２未満
であり、より典型的には、４０ｍＪ／ｍ２未満であり、例えば３５ｍＪ／ｍ２未満である
。
【００３９】
　本発明の組成物は、表面エネルギーの低い基板を、別の表面エネルギーの低い基板、ま
たは別の基板のいずれかに接着する際の使用に適する。例えば、本発明の組成物は、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリイソプレン、およびこれらのコポリマーを
含むポリオレフィンの接着に利用できる。
【００４０】
　組成物に、例えば組成物の液Ｂに含まれるビニルエーテル成分は、任意のビニルエーテ
ルであってもよいが、望ましいものとしては、ビス［４－（ビニルオキシ）ブチル］イソ
フタレート（商品名ＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）として、例えばＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）
４０１０として、商業的に入手可能であり、この化学構造を以下に示す）が挙げられる。
【００４１】
ＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）４０１０
【００４２】
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【化２】

【００４３】
　同様に、ＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）５０１５およびＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）４０２０
を使用してもよい。これらの化学構造を以下に示す。
【００４４】
ＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）５０１５
【００４５】
【化３】

【００４６】
ＶＥＣＴＯＭＥＲ（商標）４０２０
【００４７】
【化４】

本明細書で使用することができ、かつＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商業的に入
手可能な追加のビニルエーテルとしては、エチルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエー
テル、イソ－ブチルビニルエーテル、ｔ－ブチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニル
エーテル、１，４－シクロヘキサンジメタノールジビニルエーテル、１，４－シクロヘキ
サンジメタノールモノビニルエーテル、２－エチルヘキシルビニルエーテル、ドデシルビ
ニルエーテル、オクタデシルビニルエーテル、１，４－ブタンジオールジビニルエーテル
、ジエチレングリコールジビニルエーテル、トリエチレングリコールジビニルエーテルお
よびヒドロキシブチルビニルエーテルおよびこれらの組合せが挙げられる。
【００４８】
　ビニルエーテル成分は、組成物の液Ａ（Ｐａｒｔ　Ａ）に、組成物の合計重量に基づい
て、約０．１～約２０重量％の範囲内の量で、例えば約０．２５～約５重量％の範囲内の
量で含まれるべきである。
【００４９】
　上で議論したように、様々な性能特性に影響を与えるために、組成物の液Ａまたは液Ｂ
（Ｐａｒｔ　Ｂ）のいずれかまたは両方に、添加剤が含まれてもよい。
【発明の効果】
【００５０】
　本発明のビニルエーテル／メタクリレート組成物は、ビニルエーテルを含まないオルガ
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ノボラン組成物と比較して、ポリオレフィン、プラスチックおよび金属基板上での接着性
能を改善する。
【００５１】
　ビニルエーテルは、酸化防止剤、フリーラジカル安定剤、または有機金属アルミニウム
化合物を必要とすることなく、オルガノボラン／アクリレートおよびオルガノボラン／メ
タクリレート組成物を安定化する。これは、本明細書で明らかに示される。
【００５２】
　上の特性は組み合わされ、これは従来技術に対する格別な効果となる。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　本発明は硬化性組成物、および望ましくは、２液重合性組成物の形態のものに関する。
２液組成物は、しばしば「液Ａ」および「液Ｂ」を有すると言われる。液Ａは、オルガノ
ボラン開始剤、好ましくはトリアルキルボラン：アミン錯体、およびビニルエーテルモノ
マー（一官能および／または二官能）を含んでもよい。メタクリレートまたはアクリレー
トエステル（いずれも一官能および／または多官能）、ポリマー強靭化剤、シリカおよび
他のレオロジー改質剤が、任意選択により含まれる。
【００５４】
　液Ｂは、メタクリレートまたはアクリレートエステル（いずれも一官能および／または
多官能）、ならびに好ましくはマレエートおよび／またはフマレート官能性を含む化合物
を含む。オルガノボラン化合物用活性化剤も存在しなければならず、これは、ルイス酸、
カルボン酸、リン酸、無水物およびイソシアネートから選択できる（ただし、これらに限
定されない）。ポリマー強靭化剤、シリカおよび他のレオロジー改質剤は、任意選択によ
り含まれる。
【００５５】
　液ＡおよびＢを、スタティックミキサを使用して成分を混合することにより、５００ｇ
の量で調製し、オーバーヘッドスターラ（ｏｖｅｒｈｅａｄ　ｓｔｉｒｒｅｒ）で混合し
た。
【００５６】
　その後、２液カートリッジ内で、成分を別々に保管した。この２液カートリッジは液を
放出でき、基板への塗布前に、例えば、スタティックミキサにより混合できる。成分は、
１：１～１０：１の比率で混合できる。
【００５７】
　以下の例において、液ＡおよびＢを混合し、スタティックミキサに取り付けたカートリ
ッジを通して放出して、最大０．５平方インチ（１２．７ｍｍ２）の面積を覆うように１
つのラップシア（ｌａｐ　ｓｈｅａｒ）に塗布した後、別のラップシアに接合して、室温
で２４時間クランプした。以下のテスト方法を使用して、引張接着強度（ｔｅｎｓｉｌｅ
　ｂｏｎｄ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ）を決定した。テスト方法は、ＡＳＴＭ　Ｄ　１００２－
０５に基づくものとした。測定された寸法１インチ×４インチ（２５．４ｍｍ×１０１．
６ｍｍ）のラップシアと接合されたラップシアとを０．５インチ（１２．７ｍｍ）のマー
クで重ね、Ｈａｒｇｒａｖｅ　Ｎｏ．１クランプでクランプした。Ｉｎｓｔｒｏｎ（商標
）５５６７Ａ材料テストシステム（Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ
）を使用して、接着されたラップシアをテストした。クロスヘッドスピードは６ｍｍ／分
とした。
【００５８】
　液を２液カートリッジ内に詰め、オーブン内で３５℃で加熱することにより、熱エージ
ングを行った。（上記のテスト方法を使用した）経時的なラップシア引張強度の保持の比
較により、または、組成物のゲル化もしくは硬化により、サンプルをカートリッジから放
出できなかったときを書き留めることにより、熱エージングの効果を比較した。
【００５９】
例１
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　トリエチレングリコールジビニルエーテルを含む１：１混合比の配合物および熱エージ
ングデータ
【００６０】
【表１】

【００６１】
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【表２】

【００６２】
例２
　ビニルエーテルを含まない１：１混合比の配合物および熱エージングデータ
【００６３】
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【表３】

【００６４】
【表４】

【００６５】
　例２は、トリエチレングリコールジビニルエーテルを除くことにより、液Ａの安定性が
低下することを示す。
【００６６】
例３
　シクロヘキサンジメタノールジビニルエーテルを含む１：１混合比の配合物および熱エ
ージングデータ
【００６７】
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【表５】

【００６８】
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【表６】

【００６９】
　例３は、例１と同様に、例２と比較して、ジビニルエーテルであるシクロヘキサンジメ
タノールジビニルエーテルが安定性を改善し、良好な性能を付与することを示す。
【００７０】
例４
　ｎ－ブチルビニルエーテルを含む１：１混合比の配合物および熱エージングデータ
【００７１】
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【表７】

【００７２】
【表８】
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【００７３】
　例４は、ｎ－ブチルビニルエーテルが例２よりも良好な安定性および性能を付与するが
、例１および３のジビニルエーテルほど良好ではないことを示す。
【００７４】
例５
　ヒドロキシブチルビニルエーテルを含む１：１混合比の配合物および熱エージングデー
タ
【００７５】
【表９】

【００７６】
【表１０】

【００７７】
　例５は、ビニルエーテルであるｎ－ヒドロキシブチルビニルエーテルが、例１および３
のジビニルエーテルほど安定性および性能を付与しないことを示す。
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【００７８】
例６
　トリエチレングリコールジビニルエーテルを含む１０：１混合比の配合物および熱エー
ジングデータ
【００７９】
【表１１】

【００８０】
【表１２】

 
【００８１】
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例７
　ブタンジオールジビニルエーテルを含む１０：１混合比の配合物および熱エージングデ
ータ
【００８２】
【表１３】

【００８３】
【表１４】

【００８４】
例８
　ビニルエーテルの代わりにメタクリレートモノマーを含む１０：１混合比の配合物およ
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び熱エージングデータ
【００８５】
【表１５】

【００８６】
【表１６】

【００８７】
　ジビニルエーテルおよびボラン：アミンを同じ液に含む例６および７は、メタクリレー
トエステルモノマーＴＨＦＭＡおよびボラン：アミンを同じ液に含む場合と比較して改善
された安定性を示す。
【００８８】
　本発明に関して本明細書で使用される際、単語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ／ｃｏｍｐ
ｒｉｓｉｎｇ）」および単語「有する／含む（ｈａｖｉｎｇ／ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」は
、記述された特徴、整数、工程または成分の存在を規定するために使用されるが、１つま
たは複数の他の特徴、整数、工程、成分または群の存在または追加を排除しない。
【００８９】
　明確にするために別々の実施形態の文脈に記載される本発明のある特徴は、単一の実施
形態において、組み合わせて提供してもよいことが認識される。逆に、簡潔にするために
単一の実施形態の文脈に記載される本発明の様々な特徴は、別々に、または任意の適切な
部分的組合せ（ｓｕｂ－ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）で、提供してもよい。
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